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　　　　　　　　　緒　　　言
　栄養教育の目指すところはt各個人にとって適切な
食生活を実践し，健康の保持増進を促す行動への変容
を，対象者が自らの意志でなしとげ，それを持続し，
習慣化することにある。その実践において各教育段階
ごとにいろいろな教育方法や技術が応用されている。
　著者らは発育期の栄養教育についての示唆を得るた
めに，成長に伴う摂取栄養状況の推移を幼児期から青
年期までの追跡調査によって観察することのできた対
象者にっいて，対象者が青年期に至ったところで，そ
の幼児期から青年期までの食事記録を作成して還付し，
対象者の栄養教育を試みた。僅か19例の事例にすぎな
いが，対象者とその母親の反応より若干の知見を得た
ので報告する。
　　　　　　　　調査対象と方法
1．鯛査対象
　対象者は新潟県内に住む昭和41～43年出生の高校生
で，男子11名，女子8名，計ユ9名である。それぞれ幼
児期（平均年齢5．1歳），学童期（小学5～6年生），
思春期（中学2～3年生）および青年期〔高校1～2
年生）に本調査への協力の得られたもので，青年期の
調査は昭和58～59年に実施した。
　対象者の保護者の職業は会社員42．1％t農業36．8％，
教員15．8％および漁業5．3％である。対象者の母親の
生活状態は全日就業89．5％，主婦専業工0．5％であり，
また，多世代家族が78．9彫である。対象者の平均俸位
ならびに血液検査成績の平均値は表1に示す如くであ
り，健康状態にさしたる問題はないが，女子の中性脂
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肪と動脈硬化指数がやや高値である。クラブ活動には
63％が参加しておig　，運動部47％，文化部16％である。
2、1対象者の栄養調査
　対象者の幼児期，学童期および思春期の四季の各連
続3B間，通年12日間と，青年期の一一季emまたは二季
節の各辿続3日間の食物摂取鐙を，母親に秤・計墨器
具を貸与し，それらを用いての秤量記録を俵頼して調
査した。栄養素等摂取翫の算出は四訂日本食品成分表
を用いて行い，ビタミンは調理による損耗を常法の如
く考慮した。褐られた成績のうち栄獲素等摂取無の比
較甚巡には，対象者の性，年齢，体重から個人別に算
定した栄獲所要蜀D2）を用い，食品鮮別摂取租の比較
墓準には幼児期に対しては手塚ら3），学童期から青年
期に対しては高居ら4，の食糧構成を適用した。動物性
タンパク質所要雌は動物性タンパク質比の推奨値から
求められる無を用い，その推奨値を幼児期でsose，学
童期以降で45％としたe同様に，脂質所要量は脂肪エ
ネルギー比の推奨値を幼児期では25％，学童期以降で
は27％として算出した。なお，栄養索等の比較基準に
対する摂取割合を7段階評定尺度を設定してスコア化
し，栄養評点を算定した（表2）。
表2．栄養評点の算定
摂取割合（％） 評 語 評点．
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3．対象者に対する栄養教育
　対象者に対する栄養教育は，幼児期から青年期まで
の各期の栄養調査成績，四季の調査第2日目の献立内
容，体位の発育状況，家族状況，対象者の各期の写真，
調査者のコメントおよび栄養教育メモ等を刷り込んだ
約30頁の冊子を，「幼児期からの私の食事記録」と題
して作成し，対象者とその母親に解説して還付する方
法により行った。図1，2および表3i・4に栄養教育
に用いた冊子の一H一例を示す。
OOOO様の成長発育期の栄養素摂取状況と身長・体重の発育状況
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図1．栄養教育に用いた食事記録の一例（その1）
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表4．栄養教育に用いた食事記録の一例（その3）
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摂取蹴
kflし平均） 所要jlt
充足串
@（％）
｝1〔取∫塵ヒ
一1茎一
A．
ネ　ル　ギ　ーrkc副） a659 2，365 ll2．4 水　　　　　　　分（9） 989．2
一クンパク貿総嵐の 99．6 71．5 【39．3 織　　　　　　　維〔の 5．3
　軸物件タンパク質（＃〕一一一一．． 54．0 32．2 167．7 食　　物　　繊　　維（9） 8．1
脂　セ引1　総　　1、t（9） 85．3 657－7B．8129，8～108．2』養1　　　　　れli（の 3．3
1助　物　性　　旨τ1（の 40．5 一 一 リ　　　　　　　　ノ（叩） L798
糖　　　　　　’肖（．q〉 353．2 一 一 ナ　　ト　　リ　　ウ　　ム肋の 5，286
　　　　　　　LJ　　ル　 シ　 ウ　　ム（厨9） 8且0 700 115．7 カ　　　リ　　　ウ　　　ム（皿9） 3，453
鉄　　　　　（mの 12．6 12．0 105」
A　　（IU） 2，794 2，000 139．7
BI　　（舩の 1．45 0．95 152．6 コ　レステ　ロ　ール（卿） 634．8
???????
B2　　（卯） i．31 1．30 100．8
ナイアシン（皿9） 203 15．6 130．1 蛋　　　　白　　　　価 81
C　　（配9） 75 50 15G．0 ア　　ミ　　ノ　　酸　　価 98
D　　（IU） 141 100 141．0 ’ぐ　タ　　ー　　ン　　類　　∬ユ　弄乱 0．9764
食　　　　　　　螺9） 13．2 一 良 1U　月　　の　身　長（αρ 175
　　　　　－@ 　　　　．一Nンパク質エネルギLj七（彫） 15．0 13～15 　　一Z 10　月　の　休　重〔Kの 55
脂肪エネルギー比（％） 2B．9 25～3D
?
悲準値に対する身長指数 102．2
糖質エネルギー比（％） 56．1 55～62 O 基準値に対する休重指数 896
椴類エネルギー比（鰯） 5D．9 40～50 O プ　ロ　ー　カ　指　数 78．6
動物姓タンパク質比（彫） 543 45～ o （9D－110正常，＞120肥尚》動物ヤ｝二脂肪比（紛 47．4 50以下 ○
馳鰹
〔：n，11EI－trnfl　1．「1）
凱　1闘 恥2「1 m　3　i「????
????
Io蝋蒲
?
ゐ6たのお題：iと’の出触
馨馨馨態
54噌臼颪　　　4τr3＆点　　訂鴨2区ね　　Z7’　1下
1駅一6瞬のう巧，どの食高戯o‘
一得丁・teして富りまLたか，
　　・【2　釘》
に「…廟rna眼F‘の帽範となるよう’‘蒙霞置ni曜ttNTt．　P8露もλt，7ttU－，τ
喀も窪．孔とナーズτ畠り，1た助いi｝よウ抄●t“）！sthて轟乙ことら六置盟塞Lいこと
島眠轡1尋・曜は†・こ舶・：・Lnfkve；・諏1して．　ri凝芭楓州・1と棚し1
図2．栄養教育に用いた食事記録の一例（その4）
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　また，対象者の母親に対しては食生活に関する知識
（簡易テスト）と意識（足立S）による「食事の健全さ
の点検」を適用）について調査した。
　栄養教育実施後ほぼ10日以内に，各対象者とその母
親より，「食事記録」の読後感，これまでの食生活に
ついての感想，反省ならびに今後の改善策等について
アンケートにて報告を求めた。表5にアンケートの一
例を示す。
　　　　　　　　結果および考察
1．対象者の幼児期から青年期までの食品群別・栄養
　　素等摂取状況
　対象者の食品群別・栄養素等摂取量の比較基準に対
する摂取割合を，幼年期から青年期までの推移について
示したのが図3，4であるe食品群別摂取状況では，
穀類の不足傾向（67～92％）のみが各期に共通の現象
としてみられ，他の食品群に関しては各期ごとに多様な
軌跡を描いている。幼児期女子の肉，卵，乳類の低値
（43～80％），青年期を除く各期の男子の緑黄色野菜
の低値（78～92％），および青年期に性差が顕著とな
り，女子の摂取割合が低値となること等が注目される
現象である。
　栄養素等摂取状況では，概して女子は男子よりも摂
取割合が低値であるが，青年期においてはその差が顕
著となり，男子はエネルギーおよび全栄養素が充足さ
れているのに比し，女子はタンパク質，動物性タンパ
ク質，ビタミンB1およびCの4栄養素が充足されてい
るにすぎず，対照的な成績であった。
2．対象者の栄養教育に対する反応
　栄養教育実施後に対象者の記載した感想の内容より，
栄養教育に対する対象者の反応は反省・啓発型と是認
・自覚型の二つに大別することができた。すなわち，
前者は自らの食生活を反省し，今後の改善点を概ね把
握したグループであり，後者は自らの食生活は大体良
好であったことを知り，今後とも食事を大事にしたい
とするグループである。反省・啓発型には男子5名，
女子5名，是認・自覚型には男子6名，女子3名がそ
れぞれ属することが知られた。この二型に分類して対
象者の栄養教育を通しての感想を表6に示したが，そ
れぞれに率直な感想が記載されており，とくに自分の
体格についての希望を食事との関わりで考えている対
象者が37％みられた。今後の具体的な改善策について，
反省・啓発型の対象者は，朝食では栄養のバランスの
よい摂食を，昼食では弁当の内容の吟味を，夕食では
食べすぎの留意を，間食ではひかえめにする等を列挙
するものが多く，是認・自覚型の対象者は，昼・夕食
に野菜の積極的な摂取と間食の節食を挙げており，い
ずれも真摯に自らの食事の実態を観察した様子がうか
がわれた。
　対象者の栄養教育に対する反応と栄養評点等との関
係について総括したのが表7である。反省・啓発型と
是認・自覚型の二型における，幼児期から青年期まで
の栄獲評点の平均値にっいては有意差はみられず，そ
の栄養評点の変動係数にっいては男女の計において有
意差（P＜0，05）がみられT反省・啓発型の変動係数
が大であった。また，二型の女子に関して，反省・啓
発型は青年期の栄養評点が有意（P＜e．OS）に低く，
同じくその変動係数が有意（P＜O．G5）に大であった。
次に，母親の食生活知識・意識に関する得点について
は是認・自覚型が反省・啓発型に比していずれも高殖
であり，とくに男子においては有意差（P＜O．Ol）が
得られ，発育期の望ましい食生活の実践は母親の食意
識に負うところが大きいことをうかがわせた。
3．対象者の母親の栄養調査に協力しての反応
　対象者の幼児期から膏年期までの約12年の間，本調
査に協力しての母親の感想を表8にまとめたが，まず全
員が調査に際しての食品の計量と記録の大変であった
ことをそれぞれ記載している。次いで，「バランスを
考えて食事を作るようになった」を初めとして，母親
の89％がささやかではあるが食生活にメリットをもた
らす方向への変容を認め，記載している。また，対象
者の青年期の食生活についての母親の感想は，「学校
給食がなくなり自分の好みで食事をするせいか，栄養
がアンバランスになっている」を初めとして8項目に
及んでいた。
　以上，今回試みた栄養教育の方法は，対象者の母親
の栄養調査への協力のもとに得られた資料を用いて、
「幼児期からの食事記録」と題する冊子を個入別に作
成し，還付する方法にて，対象高校生に自己の食生活
の実態を食事歴と共に十分認識させた上で，各自が自
らの食事のあり方や改善策を見出すことが出来るよう
配慮したものである。栄養教育実施直後の対象高校生
の反応は，自らの食生活への関心を具体的に促す上で
本法の有用性をうかがわせるものであった。なお，対
象者の母親は栄養調査の計量と記録の煩雑さを克服し
て，調査に協力してのメリットを多くが列挙しており，
本法はまた対象者の母親の食意識啓発にも幸いしたこ
とをうかがわせた。
　青年期はそれまで形成されつつあった食物に対する
自己選択能力や食嗜好が定着する時me　fi〕でもあり，自
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o 100 200　0
平均摂取割合（男子）137．7±62．6
　　　　（％）（女子）118B±54．2
　　　　　　　　　幼児期
100 200　0
ユ19．9±44，6
104．0±25．3
　学童期
100 2Go　o
122．5±40．4
106．8±23．2
　思春期
図3．食品群別摂取状況の幼児期から青年期への推移
100 200（％）
H男子FO女子
114．7±28．6
8α8±33．1
青年期
0
動物性タン吻質
50　　　　1GO　　　150　050　　　　100　　　150　0　　　　　50　　　　100　　　150　050　　　　100　　150　（％）
●一つ男子
e．－o女子
　　　　　　　　　　（男子）46．1　　　　　　　47．7－一一一一一一→唾9，9－一一一一一一一・49．O動物性タYAeク質比
　　　　　　　（％）（女子）42．0－一一一一一一一一→48、5－一一一一一→51．8－一一一一一一→51，9
動物性脂質B婁雛1＝＝＝＝29i；　．ll：1＝＝＝二ll：1
脂肪エネ騨一專蛛F1一一一→19：l　　l9：1一一一→ll：1
繍航％照羅一一『臨F＝『灘耳鶉
　　　　　　　図4．栄養素等摂取量の栄養所要量に対する割合の幼児期から青年期への推移
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表6．対象者の栄肇教育に対する反応
反　　省　　・ 啓　　発　　型 ri　　　r｝王1　　　　．，」匡　　　　圃垢・ 自　　覚　　型
男　　　　　子 女　　　　　子1 男　　　　　子 女　　　　　子
・問食をとりす吉，栄養の 。肉や魚は比鮫的とりやす O鉄，カルシウムなどの摂 oいつも大休の栄漣が十分
1 とり方が所要量に対して いが，野菜やカルシウム 取批が中学・高校期に多 とれていた．
上下に乱れていて気にな はとりにくいことがわか くなり適」止に達している 。栄養のバランスがよくと
食に つた． つた． が，具体的にどんな物を れていると思った．
馴っ
。学童期までは親のいうと　　　　　　　　　　一一　おりに食べてきたので平 。特に商校に入って給食が
@なくなってから，嫌いな
食べるようになったため
ｩ知りたい．と栄い 均以上だったが，巾学，
mZ期は自分の好きなも
ものをますます食べなく
ﾈった．
O思うていたよりビタミン
@やタンパク質を多くとっ
養て のだけ食べているので， 。中学までは安定していた ていることがわかった．
のの カルシウム、ビタミンA， が，高校に入って全くバ Oいっも十分に栄養がとれ?
り魑 　B2などが不足してきた．B全く必嬰鎖に達していな
ランスがとれていないの
ﾅびっくりした．
ていたζとがわかった．
方想 いが、モの割には痩れないし，媚気もしない．
。中学に入り弁当になり， 。成長の軒しい時はいろい Oかなりビタミン，　タンパ 。バランスのよい食事をと
ご飯の祉を多くしたため， うなものを沢山とってい ク質を多くとっているの ることは丈夫な体を作る??
急に体重が増えた． たと思う．成長がとまっ に実際には平均的な体路 のに大切な役目をしてい
。休皿加少ないのでもっと てからは食欲も低下して より少し小さいがどうし ることを知った．
食に 太りたい． きた． てだろうか． 。食事をきちんととっても?
つ 。栄養をとりす吉ているこ 。食事が安定している時は 。タンパク質を多くとって 身長が伸びるとは限らな
とい とがわかった． それほど太らなかったの いるようなのに，自分は いのはどうしてだろうか．
体て 。偏食のせいか最近背が低 に，ビタミンが不足で脂 休重が軽いので不思議に
のの く感じられる． 肪が多い．現在は太り出 思った．
発感
迹z
　した．バランスよく食べ
謔､と患う．
B一ﾔ多く食べていた時に一番成長していた．
。毎朝ご戴とみモ汁を食べ 。早く起きて栄養のバラン 。現在のままで大体よい． O現在のままで大体よい．?
て行くようにする． スよく食べたい． （66．7％） （66、7彫）
（60』躬） （6αo彫〕 。もっとゆっくり食べたい． ・毎朝規則正しく食べる．
。現在のままで大体よい． 。毎日必ず食べる． （333％） （33．3％）
（qo．o％） （2αo％）??
食 。飯と汁の他に栄漣のある
ものを食べる．（2α0粥）
?
。現在のままで大体よい． 。弁当のおかずの種類を多 。現在のままで大体よい． 。現在のままで大体よい．? （4αo％） くする．　　　（40，0劣） （6a7％） （66，7％）
か
経 。きちんと決まった時澗に 。弁当のおかずが抽を使う 。野菜をもっととりたい． 。やや少なめにする．
隔
食ぺiる．　　　　（40』％） たものが多いので野菜を （33，3％） （333％）?
。弁当を持って行く． もうていくようにする．
の （20』％） ｛4αO箔）? 食 。現在のままで大体よい．
⊇jr （2D．o％〉
の 。現在のままで大休よい． 。いつも満腹するまで食べ 。現在のままで大体よい． 。現在のままで大休よい．
改 ? 　　　　　　　（60．O％）
Bみそ汁やいろいろのおか
るので少なめにしたい．
@　　　　　　（60．o％）
　　　　　　　（50．G％）
穀ﾛっぽい料理が多いので，
　　　　　　　（66，7％）
B少応めにしたい．?
ずをとるようにする． 。油っぽいものをさけて品 野菜をもうと食べたい． （3a3％）
策 （4α0％） 数を多くしたい． （33．3％）
に （20、0％） 。昼と同じ位タンパク賞を
つ
食 。現在のままで大体よい． とりたい．　　　（16．7％）
い
（20．O％）
て ・現在のままで大休よい． ・なるべくひかえめにした 。現在のままで大体よい． 。現在のままで大体よい．? （60』男） し、号　　　　　　　　　　　　（60．0與≦） （50，0％） （33．3殆）
。少し少なめにしたい． 。余り食べないようにした 。少なめにしたい． 。粕分をとらないようにし
（40．0％） い．　　　　　（20』％） （33．3箔） たい．　　　　（33．3％）
血 。廿い物をさけて果物にし 。砂糖のとりすぎを改めた 。なるべく食べないように
たい．　　　　（20．O％） い．　　　　　（16，7％） したい．　　　　（33．3％）
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表了．対象高校生の栄養教育に対する反応と栄養評点等との関連にっいて
反省・啓発型 是認・自覚型　　　　高校生の感想@　　　　　の分類?@　目 男子 女子 計 男子 女子 計
検定
it一検定）
　　　　　　実数調　査　対象　　　　　　　（％）
????） ????）
10
i52．6）
???） ???） ???）
栄　　養　　評　　点
i幼児期～青年期の平均）
3ユ
m4
34
}4
33
}4
34
y4
37
}荏
35
}4 n．S．
栄養評点の変動係数
i幼児期～青年期の平均）
47
}4
48
y10
47a
}7
39
}8
37
}5
38b
}7
aとb；
o〈〔LO5
青年期の栄養評点
32
}6
20c
}9
26　「
}10
29
m8
34d
}9
3玉
}8
cとd；
o＜α05
青　　年　　期　　の
h養評点の変動係数
48
}13
74e
}19
61
m21
46
}7
47f
m19
46
}11
eとf；
o＜αG5
母親の食生活知識・
@　　　　　　　廉ﾓ識に関する得点
1389
}13
133
}17
136
}15
157h
m17
139
}39
ユ5重
}25
9とh；
o〈o．01
X　食生活知識得点（100点満点）と食生活意識得点（100点溝点）を加算した得点である。
　　Mean±S．D．
表8．対象者の母親の栄養調査に協力しての反応
栄養調査に協力しての母親の感想
1）計量と記録が大変だった．
2）バランスを考えて食事を作るようになった．
3）調査結果を日常の献立に生かすようにしている．
4）自分の家の食生活について具体的に反省する機会を与えられた．
5）好ききらいがなくなり，何でも食べるようになr〕た．
6）緑黄色野菜の摂り方に注意するようになった．
7）カルシウムやビタミンの多い食品について詳しくなり，注意して摂るようになった．
8）塩分の摂りすぎや，添加物にも注意するようになった．
対象児の青年期の食生活についての母親の感想
（10G．⑪％）
（3L6％）
（26．3％）
（21．1％）
（21、ま％〉
（21、王％）
（玉5．8％）
（10．5％）
1）学校給食がなくなり自分の好みで食事をするせいか，栄養がアンバランスになっている・（31・6％）
2）ふとるのが気になり，食事の量が少なめになっている．　　　　　　　　　　　　　　（2L圭％）
3）偏食のため食品数が少なく　今後が心配である．　　　　　　　　　　　　　　　　　（15．8％｝
4）動物性タンパク質の摂りすぎで，成人病との関係が心配である．　　　　　　　　　　（10・5％｝
5）穀類の摂取鼠が少ない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（le・5％）
6）鉄分が不足しているようなので，気をつけたい．　　　　　　　　　　　　　　　　　〈19．5％＞
7）牛乳をのまずに，ジュースをのみ，栄養がかたよっている．　　　　　　　　　　　　　5．3％）
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らの食事管理を健康と結びつけて考えることができる
よう，対象者の心の琴線にふれる栄養教育の工夫と，
その習慣化へ辿繋する継続教育への努力が重要視され
ている。
　本研究に蕾手した時点での対象者数は現員の3倍強
であった。該調査への継続的な協力がいかに困難であ
るかがうかがわれ，当初から12年余継続して協力され
た19例の対象者の母親の熱意と深い愛情に敬服させら
れる。本法の試みが対象者の食意識啓発のみに終るこ
となく，望ましい食生活の習慣化への一助となるよう
であれば幸いである。
　　　　　　　　　要　　　約
　新潟県内の高校生19名に対し，その幼児期から青年
期までの食事調査記録を作成して還付する方法によっ
て，栄餐教育を試み，次のような結果を得た。
　1）ささやかな事例ではあるが，対象者の「幼児期
　　からの食事記録」を用いての栄養教育の試みは，
　　自らの食生活への関心を具体的に促す上で意義あ
　　るものと概観した。
　2）発育期の望ましい食生活の実践は，母親の食意
　　識に負うところが大きいことがうかがわれたe
　稿を終えるにあたり，12年余にわたり本調査にご協
力下さいました調査対象の皆様に心より感謝申し上げ
ます。
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